






要約:発症前の虐待ハイリスク家庭への援助と虐待発生予防の保健婦活動ハンドブックを

作成し、保健所を中心とした地域活動が可能となった。家庭支援による再発防止策の策定

の基礎として、虐待ハイリスク家庭の危険度の定量的評価法を検討し、また、妊婦の精神

的援助、新生児期家庭訪問を試み、効果を確認した。小児虐待全国調査から都市部のみな

らず島嶼でも発生していることが判明した。先進的活動地域での効果と問題点を解析し、

各地域特性に応じた虐待防止の地域連携システム構築の基礎とした。


